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ルールメイキング 

 

 １１月も中旬を過ぎました。ようやく肌に感じる風に冷たさを感じるようになりました。それでも汗を

ぬぐう生徒の姿を見かける日もあり、いったい秋はいつなのか迷う最近の気候です。 

生徒たちの服装を見てもそれぞれです。夏服で過ごす生徒もいれば、冬服で過ごす生徒もいます。これ

は「衣替え」をなくしたことも理由の一つで、昔は６月から９月が夏服の季節でした。暑くても上着を脱

いだりして過ごすようにしていましたが、標準服によっては調節できないものもありました。汗をぬぐい

ながら授業を受けることもありました。しかし、最近の気温では、それでは対応できなくなってきまし

た。４月や１１月でも夏日になることがあります。さらに、暑さ寒さを感じるのは個人差もあります。そ

こで、一人一人が、気温や個人の感覚によって自ら服装を決めることにしたのです。校則も時代とともに

変わっています。 

ブラック校則という言葉があります。教職員の話し合いのみで決められたことがそのまま学校のルール

になっていて、時代の流れや生徒の意見がまったく反映されていなかったことからこの名前がついたのだ

と思います。これも時代とともに変わりました。例えば本校では毎年校則の見直しを行いますし、生徒た

ちからの声を聞くことができるようにしています。昨年度から生徒会本部役員と校長が直接話すことがで

きるように「生徒・校長ミーティング」を行っています。その一つの成果として、令和６年度から暑さ対

策として「ポロシャツ」を導入する運びになりました。時程の見直しも行いました。朝の始業時間を早め

たり、毎日行っていた放課後の清掃を週２回にしたりしました。これによって、日によっては３０分程度

部活動を早く始められ、昨年度よりも明るい時間帯の活動が増えました。最終下校も３０分早めて、でき

る限り早く帰宅できるようにしました。また、今年２月には、弁護士によるルールメイキングの講義 

（現３年生が受講）を行って、ルールは変えられるという学習をしました。年々変わっている田柄中学校

ですが、令和６年度の教育活動の検証は学校評価アンケートを通じて行っていきたいと思っています。 

ぜひご意見をお願いしたいと思います。 

 先に述べた標準服の衣替えもそうですが、生徒たちの思いや意見を聞くことはとても大切だと考えま

す。中学生には瑞々しい感性やするどい視点があります。それとともに、普段の身だしなみの大切さや儀

式的行事の際の正装など、学んでもらわなければならないこともあります。学校教育の果たす意義を考え

ながら、また、時代の流れを見ながら、生徒を巻き込んだ対話で「よりよい学校」を目指していきたいと

思っています。 

  

 保護者の皆様、今年度は各行事や学校公開週間などを活用してＷＥＢアンケートを導入しました。これ

まで伺った意見は、全教職員で共有させていただきました。次年度に向けての準備も始まります。学校と

してできることや対応が難しいこと、また、できないことはなぜできないのかの理由説明も含めて、今後

お伝えする機会を設けていきます。生徒も委員会活動等で、よりよい田柄中学校を模索してくれていま

す。我々も生徒とともに「よりよい学校」を目指していきます。 

 

教育スローガン ： 明るく元気で楽しい学校 



田柄中レポート 学校ホームページも随時更新していますのでご覧ください。 

★１０月１２日（土）合唱コンクール「史上彩響の感動！」 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★１０月１２日（土） 海外派遣報告会「英語力よりも伝える気持ちが大事！」 
 

 

 

 

 

★１０月２５日（金） 校外学習（1 年生）「どきどき・わくわくの班行動！」 
 

 

 

 

 

 

 

 

＜今後の予定＞ 
 
１１月１７日（日）田柄町会防災訓練 
   １８日（月）生徒会朝礼 
   ２２日（金）クリーン活動（１年生） 
   ２４日（日）ＥＳＡＴ－J（３年生） 
   ２８日（木）職場体験（２年生） 
  ～２９日（金）  〃 
 
１２月 ２日（月） 
  ～ ６日（金）三者面談（全学年） 
    ９日（月）全校朝礼 
   １３日（金）スキー移動教室保護者説明会 
   １６日（月）生徒会朝礼 
   ２５日（水）終業式 

田柄中二大行事の一つ、「合唱コンクール」が

開催されました。「感動した」という声を様々な

ところから伺うことができました。当日を迎え

るまでには様々なドラマがありました。しかし、

合唱の出来栄えから、よい準備ができたことが

ご理解いただけたと感じています。練習期間を

知る身としては「不安」もありました。すべて

が変わったのは各学年が行ったリハーサルでし

た。ここまで成長できたのは、ライバルの存在   

が大きいようです。 

賞は獲れなくても、一 

番の思い出になりまし 

たという生徒も多かっ 

たです。 

 

           

【表彰】生徒の活躍紹介！＜敬称略＞ 
陸上競技部 
第 77 回練馬区民スポーツ大会 
中２女子８００ｍ  ２位 SS 
共通女子４００ｍＲ ２位 HY・HH・MH・KS 組 
１年男子１００ｍ   ３位 HY 
１年女子１００ｍ  １位 HH 

２位 MM 
１年男子砲丸投   ２位 SR 

野球部 
 第 77 回練馬区民スポーツ大会少年の部 準優勝 
女子バレーボール部 
 第 3 ブロック新人大会 第６位 都大会進出 
第１８回全日本学生・ジュニア短歌大会 

 秀作賞 KY  優良賞 SA 

自分たちで決めたテーマ。自分たちの課題解決の旅。 

中学生になって初めての校外学習は「冒険」でした。 

東京都の新たな一面を見ることができたようです。それ

ぞれの見学場所に自分たちで決めたコースでめぐってきま

した。周到に準備していましたが、ハプニングもありまし

た。それでも、班員で協力して、時には先生に相談しなが

ら、ほぼ時間通りに平和台駅に戻ってくることができまし

た。都内で会う生徒たちの表情は明るく楽しげでした。頼

る大人のいない校外学習でしたが、まずは、安全に活動で

きたことが一番です。振り返りを行って、今後は事後学習

です。どんなまとめになるか楽しみです。 

夏季休業中にオーストラリアに派遣された生徒２名による事後発表会がありました。趣向

を凝らした発表で、クイズなどをふんだんに使って全校生徒が非常に盛り上がりました。来

年度、「挑戦したい」と思う生徒が多くなるのではないかと感じました。 

練馬区立中学校の特色でもありますので、こうした機会を利用して体験したことを全校生

徒に還元してもらえてよかったと思いました。 

１年金賞１年１組 

２年金賞２年１組 

３年金賞３年１組 


